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VA I Oのものづくり

1961 長野県南安曇郡豊科町に東洋通信工業豊
科工場を建設。

1994 非接触通信カードの製造を開始。

1989 社名を「ソニーデジタル
プロダクツ株式会社」に
変更。

1996 リチウムイオン電池パックの製造を開始。

1974 長野東洋通信株式会社としてソニー株式
会社100%子会社に。
当時は主にオーディオ関連製品を製造。

1983 家庭用コンピューター
「MSX」の製造を開始。

1986 UNIXワークステーション
「NEWS」の製造を開始。

1991 ノートPCのOEM製造を開始。

オーディオ関連製品の設計を開始。

1997 「VAIO」ノートPCの製造を開始。

1999 エンターテインメント
ロボット「AIBO」の
製造を開始。

2000 テクニカル＆サポートセンター（VAIOカスタ
マーサービス部門）を設置。

2001 ソニーイーエムシーエス株式会社 長野テック
として再編。

2002 「VAIO」ノートPC製造台数が500万台に到達。

2003 デジタルカメラ
「QUALIA 016」の
製造を開始。

2005 「VAIO」デスクトップPCの
製造を開始。

2006 「AIBO」の製造を終了。

ノートPCのOEM製造を開始。

「VAIO」デスクトップPCの

VA I Oについて

VAIOの誕生は今から四半世紀ほど前、1997年にさかのぼります。ソニー株式

会社のパーソナルコンピュータ・ブランドとして登場したVAIO。その製品は、

軽量・薄型のモバイル・ノートパソコンを中心に世代を超えて世界中の人々に

愛されてきました。2014年にソニーから独立してVAIO株式会社となって

からも、私どもはその伝統を受け継ぎ、高性能・高品質の製品を北アルプスの

麓、長野県安曇野の本社工場を拠点に産み出し続けています。

VAIOが醸し出すモチーフは、「自由」そして「挑戦」です。私たちは常に製品を

使っていただく方を想い、その方たちに最高のコンピューティング体験を

していただけるようなものづくりにこだわり続けてまいりました。VAIO独特

のスタイリッシュなデザイン、そして製品の快適な操作性や信頼感、そこから

導き出される所有と使用の満足感…それらをもとに、お客様の皆さまが「自由」

な発想でさまざまなことに「挑戦」することができれば、大変嬉しく思います。

IT業界はどんどん進化を続けています。私どももパソコンだけにとらわれない、

さまざまなイノベーションに挑戦して、皆さまとともに豊かな未来の社会を

創れるように努めてまいりたいと存じます。今後とも一層のご支援とご愛顧

を賜りますよう、お願い申し上げます。

ごあいさつ V A I Oのあゆみ

VAIO株式会社
代表取締役
執行役員社長

山野 正樹

ごあいさつ・V A I Oのあゆみ

2014 ソニー株式会社から分離・独立し、
「VAIO株式会社」を設立。

2015 EMS事業スタート。

2010 「ソニーイーエムシーエス株式会社
長野テクノロジーサイト」に社名変更。

「ソニー株式会社 長野ビジネスセンター」を設立。

PC関連製品の設計・開発・製造拠点を統合。

2007 パーソナル
コミュニケーター
「mylo」の製造を開始。

【品質憲章】
VAIOの思いをお届けし、VAIOを永く愛して頂くよう
品質第一で取り組みます。

【品質行動指針】
全社員が一枚岩となって、お客様の声に真摯に耳を傾け、
「安曇野品質のVAIO」を創って、作って、お届けします。

1.お客様視点で判断し、行動する。

2.お客様のご不便、ご迷惑を迅速に解決する。

3.源流からの品質作り込みを行う。

4.現場に赴き、現物を見て、現実を知って、素早く行動する。

5.品質マネジメントシステムを構築し、
これを継続的改善する。

【環境経営理念】
水と緑豊かな安曇野に立地するVAIOとして、身近な環境に
限らず、国際的な環境活動と調和した事業活動を行い、
永く世界のお客様に愛される商品づくりを目指していきます。

【環境経営方針】
1.環境に配慮した製品・サービスを提供し、お客様の環境負荷低減
及びSDGs の達成に貢献します。

2.働きやすい環境の整備、エネルギー使用の合理化により、CO2

排出量を削減します。

3.資源の有効利用、リサイクル化推進により、廃棄物を削減します。

4.化学物質の適正管理を行い、人と環境への悪影響を削減します。

5.水使用量の削減に努めます。

6.グリーン購入・調達を継続実施します。

7.環境関連法規制等を遵守します。

8. 環境経営の継続的改善を実施します。

環境経営方針は全社員に周知し、全員参加で自主的・積極的に取り組み
ます。また環境経営方針は社外にも公表します。

2020 大阪オフィス、名古屋オフィス、
福岡オフィスを開設。

2021 グローバルフラッグシップ「VAIO® Z」
を発表。
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ごあいさつ

V A I O株式会社  事業紹介

最高のアウトプットを実現するPCで
新しい働き方への挑戦をサポート

日本メーカーならではの品質で、
PCライフサイクルに付随する課題を解決

場所に縛られない柔軟な働き方へシフトしつつある
中、そのパートナーとなり最高の生産性を発揮する
PCが求められます。4つの差異化軸点―インプット、
アウトプット、レスポンス、質感・剛性―を全ての機
種で実現すべく、VAIOの設計、製造技術を駆使した
ものづくりを行っています。

PCを始めとする、さまざまなコンピューティング＆ネット
ワーク機器の開発・製造の長年の経験で培った技術・知見を
フル活用し、お客様の“イノベーション”の実現をサポート
します。

VAIO株式会社 EMS事業は品質マネジメントシステム
「ISO 9001：2015」の認証を取得しました。
登録活動範囲：受託製品（無線機器、ロボット、電子玩具等）の
設計・開発、製造、カスタマーサービス（修理とテクニカルサポート）

P C事業 EMS・ソリューション事業

PCの開発・製造で培ってきた“VAIOのものづくり力”を新規領域事業へ

VAIO® SX12/VAIO® Pro PJ
メインマシンの最小形として提案するモバイル
PC。フルサイズキーボードに12.5型ディスプレイ
を備えるなど、メインマシンとしての使い勝手を
ミニマムサイズで実現。

海外の「VAIOを使いたい」という
声にも応えていきます
北米、中国、南米、欧州、アジア、中東でVAIO PCを販売し
ています。

海外向け

PCソリューションの拡充

VAIOのEMS事業
  https://vaio.com/ems/　
EMS事業事例
  https://vaio.com/ems/casestudies/

https://vfr.co.jp/

VAIOの強みの本質は「技術」
だけではありません。経験
豊かな「人」と確かな訴求力
を持った「ブランド」もまた、
“VAIOのものづくり”を支え
ています。

VA I Oのものづくり力
設計
・製造技術

人 ブランド

◎ 上流設計体制
◎ 設計/製造技術
　 ・コンピューティング技術
　 ・高密度設計/実装/放熱設計
　 ・＋AIBO時代に培ったロボット製造技術
◎ 高品質を担保する検査体制
◎ 製造設備

VA I OのものづくりVA I Oについて

VFR株式会社（子会社）
VAIOがPC事業で培った高度な設計・製造技術や国内外のサ
プライチェーンのマネジメント能力等をドローンにおいて
も有効に活用し、ドローンのエンドユーザー及びドローン事
業者に向けて、可用性及びコストパフォーマンスの高い機
体、コンポーネント、及び関連ソリューションを提供。

▲ 株式会社Moff 様
ウェラブルスマートトイ
「Moff Band」
電気回路/組み込みソフト設計、
量産製造を担当

▲

株式会社講談社 様
『コミュニケーション・ロボット
  ATOM』
電気系統メインボードなどの基板実装（製造）・
ロボット本体の組み立てを担当

▲ 株式会社博報堂 様
心を通わせる、おしゃべりボタン。
「Pechat （ペチャット）」
量産製造（基板実装/組立/検査）を担当

▲
トヨタ自動車株式会社 様

手のひらサイズの
コミュニケーションパートナー
「KIROBO mini （キロボ ミニ）」
量産製造（基板実装/組立/検査）を担当

▲ 富士ソフト株式会社 様
Palmi
【DMM. make ROBOTS 
Product by FUJISOFT】
量産製造（基板実装/組立/検査）を担当

▲

株式会社Crossdoor 様
「家電コントローラーMIRAI
  REMOCON」
量産製造（基板実装/組立/検査）を担当

▲

株式会社ナイルワークス 様
自動飛行ドローン
「Nile-T19」
量産製造（基板実装/組立/検査）を担当

▲ 株式会社バンダイ 様
『機動戦士ガンダム』AIロボット
“ガンシェルジュ ハロ”
ハロ本体の機構、回路設計､生産を担当

©TEZUKA PRO／KODANSHA

©創通・サンライズ

強力なパートナーと共に国内販路を拡大中
法人向けの販路開拓も強化
自社ECサイト「VAIO STORE」（http://store.vaio.com/）に加
え、ソニーマーケティング株式会社のソニーストア販売網、
大手量販店販路など、販路を拡大中。個人向け販路に加え、
法人向け販路開拓を強化しています。

VAIO® SX14/VAIO® Pro PK
スタンダードなモバイルPCとしては一回
り大きな14.0型ディスプレイを搭載。し
かも約999gの超軽量ボディ、LTE搭載、モバ
イルバッテリー充電対応など、ワンランク
上のモビリティで自由な働き方を実現し
ます

国内向け

開発設計から製造までを行うメーカーならではのキッティング
サービスや法人向けPCソリューションを、PC本体と一緒にパッ
ケージで提供し、導入から運用、保守/保障までサポートします。 
企業のニーズに合わせ、VAIO独自のセキュリティソリューションや
Microsoft 365等の月額サービスも行っています。

キッティングサービス
ご購入いただいたPCを、お客様のご利用
環境などに合わせてセットアップします。
作業に際しては、安曇野・VAIO本社に
設置された専用キッティングルームを
使用。

セキュリティソリューション
リモートアクセスサービス「ソコワク™」
をはじめとする、お客様の働き方改革
をサポートする各種セキュリティ
ソリューションを提供します。

VAIO® Z/VAIO® Pro Z
炭素繊維素材をボディ全面で採用したことで圧倒的な
軽さ、強靭さを持ちながら、突き抜けたパフォーマンス、
スタミナを実現する14.0型モバイルノートPC。

JQA-QMA15671
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ごあいさつVA I Oについて

上流設計

ワンストップ

設計が進んだところでその都度、関連工程の
エンジニア、スタッフが参加してくるため、
当初想定していなかった変更や追加が発生しがちでした。

初期段階から全工程のエンジニア、
スタッフがものづくりに参加することで
スムーズな試作・量産を実現します。

VAIO株式会社は企画、設計、製造から、アフ　ターサービスまで、一気通貫のワンストップ体制を誇ります。

商品
企画

商品
企画

試作
1

試作
2

試作
3

修理
メカ設計

調達

製造

製造技術品質保証

アフターサービス

ここは作りづ
らいので直し
てください

試作品ができ
たので試験を
はじめよう

試作1まで
には仕様を
決めよう

新規部品
ばかりだな

スケジュールが厳
しいのでまずはこ
れでいきます

組み立て方は
あとで製造と
相談しよう

量産用のソフ
トウェアのバー
ジョンがよう
やく決まったぞ

ここの故障が
多いので次機
種に反映して
もらおう…

こうすれば修理コスト
が削減できますよ

この部品は
共通化できますね

製造治具も並行
して設計します

ここのところは
予め注意してね

こんな構造を
考えてますが
皆さんどうです？

今回の新規部品は
これとこれです

難しいけど
工程を工夫して
何とかしよう

アフター
サービス企画 マーケティング

／営業出荷 VAIO品質保証
製品安全実装 製造設計 試作 調達

試作
2

試作
3

修理量産量産 試作
1

keyword  1

keyword  2

アフターサービス
製造 製造技術

品質保証

ソフト設計

調達

回路設計

メカ設計

回路設計

上流設計プロセス

V A I Oのものづくり

VA I Oのものづくり

After
Before 従来のプロセス

新しいVAIOを無から形にしていく
ものづくりに関わる全メンバーのまとめ役

全方位で国内最高レベルを
誇る高度設計技術

基板設計商品企画 メカ設計

電気設計 ソフトウェア設計

◉多能工かつ少数精鋭チームによ
る“高効率設計”
◉設計の全工程を“一貫設計”でサポート
◉DFM*やシミュレーションを駆使し
た高密度かつ高品質実装基板設計

◉VAIOに息づく一貫したフィロソフィーのもと、
ものづくりに関わる全てのメンバーと一体とな
り商品を企画する
◉次に生まれるVAIOに対してのものづくりに関
わるメンバー全員の総力をまとめ上げ、形にし
ていく
◉VAIOに込められた思い、こだわりを未来のユー
ザーにむけて伝えていく

◉マグネシウムやカーボンなど、素材
の特性を熟知。高剛性・極薄・軽量
設計に、静粛性にまでこだわる排熱
設計を合わせ、商品の高密度設計を
トータルプロデュース

◉リファレンスデザインを超える
設計を追求
◉EMCサイトを利用し、ノイズ設計/
無線設計を高次元で融合

◉PC設計の豊富な経験を礎とした、
Windowsアプリケーションから
組み込みソフトウェアまでカバー
する幅広いソフトウェア開発力

企画 設計

＊Design for Manufacturability
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ダイレクトな
コミュニケーションで
お客様との信頼関係を強固に

顧客の満足度を最大限に
高める“信頼”の品質

物流にも長年のノウハウあり
PCでの納期遵守率99%を達成

製品出荷“後”の
クオリティも妥協しない

設計に忠実にVAIOの製品化を実現し
量産を行う柔軟な体制

PC業界で培った技術とノウハウで
ハイレベルな実装を実現

長年のノウハウと実績は
“調達力”にも表われます

品質保証

マーケティング

営業 / 技術営業

出荷

アフターサービス

製造（Assy 組立）

基板実装

試作 / 量産調達

製造技術（設備開発）

実装検査体制

製品安全

実装評価

◉徹底した品質試験でい
つでも安心して使える製
品にクオリティアップ

◉VAIOとお客様との接点をつくり
製品の魅力をわかりやすく伝達・拡散
◉ブランドイメージを高める
マーケティング・コミュニケーション活動の実施

◉東京オフィスを起点として、大阪・名古屋・福岡へ営業
拠点を拡大
◉法人顧客の技術的要望に設計・製造経験者が直接対応
◉お客様の声や現場の実情を次の商品企画に反映

◉個人配送から、拠点配送まで、
あらゆる物流パターンに対応
◉PIMルームを設置し個人情報を厳重管理

◉アフターサービスは本社で対応
◉設計・製造・品証部門による現物・現実確認で迅速に解決
◉お客様の声を製品に反映

◉VDR* による問題点抽出で源流から品質を改善
◉“ばらつき”に着眼して組み立て品質を向上
◉1品1様に対応するダイレクト生産
＊Virtual Design Review

◉大型部品から0603といった極小部
品までを高密度に混載配置が可能
◉キャリアボードを使用して異種基
板を同時実装、生産効率と実装品質
を向上
◉PC筐体内の空間効率の追求のため
多品種基板の設計、実装も実現

◉長年、多彩な製品を扱ってきたことによる、幅広い部品
カテゴリーの調達力
◉軽量薄型、高品位化などの設計を実現するための特殊製法
に精通していることも強み

◉最新鋭の商品の生産に必要な技術や設備、治具
を独自に開発
◉レーザー刻印による付加価値向上

◉自社開発画像検査機を活用し、画
像比較により、不良漏出を防ぎ、高
品質と歩留まり改善に貢献

◉各国の法規制に基づく認
証取得と、独自の安心安
全基準の運用
◉社内EMCサイトで随時測
定・評価が可能

◉最先端実装評価設備が設計品質と
信頼性の向上に貢献

マーケティング
／営業

品質保証
製品安全 出荷 VAIO

アフター
サービス

製造

実装

調達

安曇野でのものづくりに自信と誇りをもっています

全ての品質チェックが完
了した証明として、最後に
「安曇野FINISH」のスタ
ンプを押して出荷します。

　VAIOは本社を長野県安曇野工
場に据えました。それは私たち
が、日本のメーカーとして、もの
づくりの本質を追求していくと
いう意志の表われでもあります。
　すべてのVAIO製品は、安曇野で
専任の技術者が一台ずつ仕上げ
を行い、数十項目にも及ぶ徹底し
た品質チェックを経て出荷され
ます。それは我々が製品の品質に
責任を持つために施す最終工程
なのです。

安曇野 F I N I S H

ごあいさつVA I OについてVA I Oのものづくり
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VA I O開発現場の声

「上流設計」や「ワンストップ」に
代表されるVAIOのものづくり。
ここではVAIO開発現場の声を
ご紹介いたします。
個々の担当の業務は、
有機的に関連しあい、
ものづくりというひとつの目標に
向かって行われていきます。

 〈調達担当〉

綿密な連携で
戦略的に調達

量産調達に求められるのは営業、
サプライチェーン・マネジメン

トチームとの密接な連携による確実な
部品調達です。日々刻々と変化する調
達環境を考慮した戦略的調達を行なっ
ています。また、EMS事業においても、
この調達機能を有効活用。サプライ
ヤーに対し、受託ビジネス等の協業提
案なども行っています。

〈基板設計担当〉

試作後の基板トラブルは
もう何年も経験していません

真のモバイルPCをつくるため、
私たちはリファレンスデザイ

ンの先まで踏み込んだ設計をしま
す。リファレンスデザインをその
まま使用した製品は、誰でも作れて
安定した性能が期待できる一方、差
別化が難しくなるためです。高密度
実装の限界を「攻める」時は、マザー
ボード設計の初期段階から、生産設
備と現場を熟知した実装担当者が設
計と一緒になって基板を設計しま
す。システムメモリの配線など、高密
度配線の限界を「攻める」時は、効率

的に配線する設計プランを複数用意
して臨みます。プラン作成と取捨選
択のスピードは多くの基礎検討を積
み上げてきた経験が物を言います。
ポイントは、リファレンスデザイン
の寸法/配線基準ではなく、その基準
が目指す電気性能は何かに着目する
ことです。それらをひとつずつ、シ
ミュレーションや実験で確認しなが
ら設計を進めることで、リファレン
スデザインを超えていながら、確実
に動作し続けるマザーボードを創り
出しているのです。

 〈メカ設計担当〉

各部署と二人三脚で実現する、
信頼性の高い「かっこいい」VAIO

VAIOの機構設計は、基本的なレイアウト設計を行いなが
ら、VAIOのIDである「かっこいい」をかぶせていきます。

デザインレビューには、機構設計担当者だけではなく、電気設
計、製造、信頼性強化のために品質保証メンバーさえも参加。
そして、決まったデザインを確実に実現するために製造技術
と相談し治具を用意します。商品性、品質を保ちつつ、IDであ
るかっこいいVAIOはこうやってつくられていくのです。

 〈品質保証・製品安全担当〉

いじめ抜いて
耐久性を確認

いつでもVAIOを安心してお使い
いただけますよう、全ての製品で徹

底した品質試験を行っています。あ
らゆる利用シーンを想定した試験
の種類は数十項目にも及びます。
定番「落下試験」や「振動試験」、
「 開 閉 試 験 」な ど は も ち ろ ん の
こと、「埃試験」「ペン挟み試験」
「キーボード水かけ試験」など、
当社独自の試験も実施。実際の
利用シーンを想定したテスト機器を
製作し、厳しくチェックします。

〈試作調達担当〉

コンパクトな組織
だからできる密な
コミュニケーションと
スピーディーな対応

調達チームの仕事は、設計構想段階か
ら始まります。設計と密にコミュニ

ケーションをとりながら可能性のある新
デバイス、新技術の調査。実際の調達では、
新しいものばかりではなく、流用できる
部品がないか、数量規模に合った最適な
部品選定など、過去の幅広い部品調達の
知識、経験に基づいた業務を行います。

 〈電気設計担当〉

無線通信性能を始め、多くの点で
上流設計が功を奏しています

モバイルノートPCにとって、
無線通信性能はCPU性能

やバッテリー駆動時間にならぶ
ほど重要な要件。VAIOでは早期
からBluetooth、無線LAN、無線
WAN(3G/LTE)など最先端 のワイ
ヤレス技術に果敢にチャレンジし
てきました。中でも無線WANは
800MHz帯から2.5GHz帯まで極
めて幅広いバンドのサポートが必

〈アフターサービス担当〉

「安曇野F I N I S H」には
アフターサービスも含まれます！

安曇野工場では、何らかの問
題が発生し送り届けられた

修理品をアフターサービス部署の
枠を越え、設計・製造・品証チーム
と協力して現物・現実の確認を実
施しています。スムーズで確実な
修理対応を行なえるようにするだ
けでなく、その原因の解析・解決も
並行して行います。同じトラブル

がそれ以降発生しないよう、設計
変更や製造作業の改善など、再発・
未然防止策として迅速にフィード
バックされます。設計、製造からア
フターサービスまでがひとつの場
所に集まっているVAIOだからこ
そできること。このスピード感も
VAIOの強みのひとつと言えるので
はないでしょうか。

〈製造技術担当〉

一歩先行く製造技術が
その後のミスを大きく減らす

 〈企画担当〉

とことん話し合う
無駄な会議はない

ビジネスにおける生産性、創造性を極限まで高める
ために、レスポンスとモビリティを両立させる

という企画の方向性が定まった段階で、総勢数十名に
及ぶ開発メンバーを会議室に集め、そのコンセプトに
ついての周知を行ないました。自分たちが作るものへの
疑問、それに対し一人ひとりが腹落ちしなければ本当に
良いものは作れませんから。それでも納得できない
メンバーが直談判にやってきたこともありましたね。
そして、そんなことができたのも、設計と製造を
はじめ、全ての部署がワンフロアに集められたから。
どこかに人だかりができると「何か問題が起きている
のか」とさらに人が集まってきます。するとその場で
活きた、深い議論が始まり、その場で決断できるように。
無駄な会議がなくなりました。

 〈製造担当〉

画像検査技術
に自信アリ！

長年培ってきた独自の画像検査技
術もVAIOのアドバンテージと言

えるでしょう。内製の炉前画像検査機
による実装品質向上や、組み込み作業
中のセット内外画像撮影・保管による
品質管理のトレーサビリティの確保、
外観画像検査機による外観判定など、
幅広いシーンで活用されています。現
在では、設計の段階で懸念のある工程
には試作時より画像検査技術を導入す
るようになっています。

上流設計を行うVAIOのものづ
くりでは、製造も設計の初期

段階から参加。設計の進捗を把握し
ているので、設計の完成度向上に伴
い、製造インフラの完成度も上げて
いくことができます。設備、治工具
関係の設計、手配を適切なタイミン
グで実施できるほか、新規に必要と
なる加工技術の有無も早期に把握。
内製か外製の判断も的確に行えるよ
うになりました。また、その過程で

逆に設計に対して生産性、組立性を
考慮した各部品の形状のリクエスト
をする事もあります。その結果、試
作段階でほぼ量産に近い製造ライン
が完成。作業指示も設計データを使
用して準備できるので、製造に従事
するスタッフがこの段階から量産時
同等の作業に携われるようになり、
量産が開始される前に問題点が判明
し、量産時のミスも大幅に軽減され
ました。

要な上、電波が微弱なエリアでも
確実に通信できるよう、PC本体
が発生するノイズを抑え込む設計
が必要となります。そしてここで
もVAIOの「上流設計」が効果を発
揮。本体設計の初期段階から通信
モジュールやアンテナ配置、配線
ルートなどに配慮することで、よ
り効率的な性能追求を可能として
います。

ごあいさつVA I OについてVA I Oのものづくり

VAIO® SX14/
VAIO® Pro PKVAIO® SX12/

VAIO® Pro PJ

新スタンダードモバイル
大画面モバイル
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